






要約：鹿児島地区の妊婦 5916名を対象に HTLV-1 抗体保有の実態を調査した。確認検査で

HTLV-1 陽性と診定された妊婦は 316 名(5.3%)であった。HTLV-1 陽性妊婦より出生した児の

228 名(母乳哺育;29、人工乳哺育;199)のうち 4 例で HTLV-1 抗体の陽転が認められた。こ

の 4例はいずれも人工乳哺育であった(4/199=2%)。母乳哺育と HTLV-1 感染の実態を知るた

めに、児の同胞(年長児 1～24才)111 名の HTLV-1 抗体陽転率と母乳摂取期間との関係をみ

ると 6 ヵ月未満の母乳摂取期間の児では 42 名中 1 名(2.4%)が HTLV-1 抗体陽性となり、6

ヵ月以上の母乳摂取児では 69名中 16名(23.2%)が HTLV-1 抗体陽性であった。両群での陽

性率には有意差(p＜0.05)がみとめられ、母乳摂取期間との相関がみられた。 

 


